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安全衛生は、始めから終わりまで全てに優先 労働安全衛生

一人ひとりの個性と多様性を尊重 人財育成・雇用

設備を止めずに処置すると大きな災害につながります。
止めず災害を防止するためには、止めるのルールに
従い設備を止める必要があり、2016年から全ての設備で
同じように止めることができるよう改善を進めています。
改善状況は操作盤で見える化されており、全てグリーンに
なることを目指しています。

より快適な職場を目指し、自ら改善する「楽しみ」や、「メ
リット」を実感してもらいモチベーションアップにつなげ
ていくことを念頭に置いた活動です。
昨年よりスタートしたスキルアップ制度について、今年
度はＢ級がスタートし、ＱＣサークル活動においても
活性化に向け、積極的に社外大会に参加することで
会社および従業員一人ひとりのレベルアップにつなげ
ています。

婦人科検診に関する調査から「検診をよく知らない」「予約手続きが面倒」
「自己負担が発生」などの理由から受診率が低いことが分かり、当社では
受診率向上のため、受付から受診までを社内で企画し、昨年度より豊田
市内４工場で検診を実施しました。
結果、乳がん受診率が２５％ ⇒ ７１％、子宮がん受診率が２０％ ⇒ ５０% に
向上しました。（健保の補助金を活用し自己負担ゼロで実施できました。）

当社では、グループ会社を含めた従業員が生き生きと働ける環境づくりを目指し、人事制度の充実に向け、適材適所
での人財の配置・交流ができる仕組みづくりの構築と、会社の継続的発展を支える人財力向上に向け、教え、教えられ
る風土の醸成に向けた活動を推進しています。

労働安全活動の取り組み（止めるのルールが守れる設備に改善）

元気工場プロジェクト

衛生活動の取り組み（婦人科検診の受診率向上に向けて）

婦人科検診受診の聴き取り調査風景

GM Supplier Quality Excellence Award

作業者と一緒に要領書整備

困りごと、やりにくい作業は即改善

作業要領書に沿って教育・訓練

作業観察で困りごと、やりにくい
作業の吸い上げ

品質保証部
白井 優也

ＱＣ愛知地区選抜大会

燃える職場・社員総活躍

元気工場プロジェクト グローバル生産基盤を支える
『ひとづくり・ものづくり』

一人ひとりが主役

スキルアップ
制度

標準作業の
徹底と

自ら行動 「VISION2020」

QCサークル
活動

教え、教えられる
風土醸成 改善
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上
級

2017年度開始 2018年度開始 2019年度開始（予定）

A級
B級

C級

操作盤へ
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残圧抜き非常停止 停止状態 安全装置
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適合状況の
現地表示

お客様とともに
2017年度の取り組み報告

従業員とともに
2017年度の取り組み報告

作業者と一緒に作業
要領書を見直すことで
守れる標準作業を
作っています。
困りごとを改善すること
によって上司と部下の
信頼関係を築いています。

社外のＱＣ大会へ
積極的参加

大豊工業

技術的な訴求

開発動向・ニーズ

方向性の合意

技術課題に対する
活発な議論 お客様

◆スキルアップ制度 ◆ＱＣ活動

当社の経営方針である「VISION2020」達成を目指し、グローバルな展開を推進していくために、「顧客第一」や「法令遵守」
を織り込んだ方針の下、グループ一丸となってさらなる品質向上に向けて『教え、教えられる風土の醸成』を達成するた
め、全社員参画活動を推進しています。

＜ 大豊工業 ＞ 日産自動車　優良品質感謝状
　GM Supplier Quality Excellence Award
＜ 日本ガスケット ＞ トヨタ自動車　品質管理優秀賞
＜ 大豊岐阜 ＞ GM Supplier Quality Excellence Award
＜ TCE ＞ トヨタモーターヨーロッパ
　Certificate of Recognition Quality
＜ TCA ＞ エイ・ダブリュ・ノースカロライナ
　Certificate of Excellence
　GM Supplier Quality Excellence Award
＜ TCT ＞ NSKベアリングマニュファクチャリング
　Quality ＆ Delivery Award

2017年度の品質管理に関する表彰
お客様のニーズに合った技術開発を進めるため、お客様
との技術交流会を定期的に開催しています。当社の
技術的訴求に留まらず、お客様の開発動向やニーズ
を把握し、双方の技術課題に対する活発な議論を行う
場にしています。今後も開発進度を上げてお客様の
ご期待に応えられるよう推進していきます。

技術交流会

お客様へ新たな価値を提案 顧客満足 CS
Customer
Satisfaction

安定的な良品の供給 品質管理 QC
Quality
Control

毎日１時間の品質に特化
した改善活動を行う品質
専念時間とQCサークル
活動を、職制、スタッフ、
作業者が一体となって、
全員参画活動を推進して
おります。これらの活動
から、優れた改善提案と
効果を生み出しています。

全員参画活動について
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